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※2ページに、関連記事掲載
よ
=ぴ
“

「



農 委 だ よ り (2)
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は
じ
め
に
、
昨
年
の
９
月
に
発
生

し
ま
し
た
台
風
１５
号
と
大
雨
に
よ
り
、

農
作
物
や
農
業
施
設
に
被
害
を
受
け

た
皆
様
に
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

当
営
農
組
合
は
、
町
の
北
部
に
位

置
し
、
集
落
戸
数
約
７０
戸
の
篠
本
二

区
に
あ
り
ま
す
。

平
成
２３
年
２
月
に
農
事
組
合
法
人

と
な
り
、
令
和
元
年
の
組
合
員
数
は

４３
名
で
、
経
営
面
積
は
水
稲
４４
ｈａ
、

麦

。
大
豆
７
ｈａ
、
畑
２
ｈａ
、

（ネ
ギ
、

落
花
生
）
で
す
。

現
在
、
篠
本
新
井
地
区
で
は
、
平

成
２０
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
県

営
土
地
改
良
事
業

（農
業
競
争
力
強

化
農
地
整
備
事
業
）
が
令
和
２
年
度

で
完
了
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
に
よ
っ
て
、
暗
渠
排
水

工
事
が
行
わ
れ
、
区
画
の
大
規
模
化

と
農
地
の
集
団
化
を
図
る
と
と
も
に

乾
田
化
に
よ
る
汎
用
化
耕
地
が
造
成

さ
れ
て
、
営
農
の
効
率
化
と
土
地
の

有
効
利
用
が
行
え
、
農
業
機
械
の
大

型
化
を
通
じ
た
土
地
利
用
農
業
が
確

立
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
水
田
で
水
稲

の
乾
田
直
播
栽
培
、
麦

。
大
豆

・
ネ

ギ
の
栽
培
が
可
能
と
な
り
、
こ
れ
ら

の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
農
業
に
お
け
る
デ
ー

タ
の
蓄
積

・
分
析
を
行
い
、
情
報
を

活
用
し
た
作
業
効
率
の
向
上
と
コ
ス

ト
低
減
、
更
に
は
品
質
の
向
上
に
向

け
た
農
業
を
目
指
す
た
め
、
平
成
２９

年
に
ス
マ
ー
ト
ア
グ
リ
シ
ス
テ
ム
を

導
入
、
食
味
と
収
穫
量
を
測
定
し
、

デ
ー
タ
を
事
務
所
の
パ
ソ
コ
ン
に
送

信
で
き
る
コ
ン
バ
イ
ン
を
購
入
し
て
、

ス
マ
ー
ト
農
業

へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が

始
ま
り
ま
し
た
。

）

平
成
３０
年
に
は
、
各
乾
燥
機

へ
の

張
込
み
指
示
や
数
量
確
認
、
水
分
表

示
と
エ
ラ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
信
で

き
る
乾
燥
調
製
シ
ス
テ
ム
を
導
入
、

そ
し
て
、
今
後
は
麦

。
大
豆
の
栽
培

面
積
の
拡
大
の
た
め
、
令
和
元
年
に

国
庫
事
業
の
採
択
を
受
け
て
、
ア
グ

リ
ロ
ボ

コ
ン
バ
イ
ン

（１
２
０

ｐ
ｓ

刈
取
り
幅
３
２
０
０
ミ
リ
）
と
、
乾

田
直
播
栽
培
も
多
く
な
る
こ
と
か
ら
、

１
３
５

ｐ
ｓ
の
パ
ワ
ク

ロ
ト
ラ
ク

タ
ー
を
導
入
し
ま
し
た
。

ア
グ
リ
ロ
ボ

コ
ン
バ
イ
ン
は
、
食

味
と
収
穫
量
測
定
の
他
に
自
動
運
転

ア
シ
ス
ト
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
自
動

で
刈
取
り
を
行
い
、
グ
レ
ン
タ
ン
ク

の
収
量
が
満
杯
に
な
れ
ば
排
出
場
所

に
移
動
し
、
排
出
後
は
自
動
で
刈
取

り
位
置
に
戻
る
こ
と
が
で
き
る
、
言

わ
ば
自
動
作
業
型
ロ
ボ
ッ
ト
で
す
。

作
業
従
事
者
の
減
少
や
高
齢
化
が

進
む
た
め
、
作
業
の
安
全
性
を
重
視

し
て
、
組
合
で
は
、
ス
マ
ー
ト
農
業

の
確
立
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

）

ア
グ
リ
ロ
ボ

コ
ン
バ
イ
ン



(3) 農 委 だ よ リ

女
性
の
パ
ワ
■
で
町
の
農
業
を
盛
り
上
げ
ま
す

一　
　
・
構
芝
光
町
農
業
振
興
会

一　
．
■
一
・　
　
　
　
　
廿
性
部
会
長
　
鈴
　
木
　
　
　
静

皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。

農
業
振
興
会
女
性
部
会

（愛
称
Ｆ

ａ
ｒ
ｍ
ｙ
¨
フ
ア
ー
ミ
ー
）
で
す
。

こ
の
た
び
は
、
農
委
だ
よ
り
の
紙

面
を
お
借
り
し
て
、
私
た
ち
の
取
り

組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

女
性
部
会
は
発
足
か
ら
８
年
、
現

在
部
会
員
数
は
１２
名
で
、
３０
～
４０
代

の
女
性
た
ち
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
内
出
身
者
。結
婚
や
新
規
就
農
に

よ
る
移
住
者
、
稲
作
、
野
菜
、
果
物
、

酪
農
、
植
木
な
ど
多
種
多
様
な
生
産

者

・
・
・
様
々
な
バ
ツ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
持
っ
た
メ
ン
バ
ー
で
す
。

町
、
そ
し
て
基
幹
産
業
の
農
業
を

盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
、
子
供
た
ち

が
農
業
が
大
好
き
―
と
い
う
町
に
し

た
い
と
い
う
想
い
か
ら
、
日
々
活
動

し
て
い
ま
す
。

活
動
は
、
産
業
ま

つ
り
な
ど
イ
ベ

ン
ト

ヘ
の
出
店
、
学
校
給
食

・
農
業

体
験
な
ど
の
食
育
、
農
産
物
加
工
・

調
理
、
生
産
者
視
察
な
ど
研
修
会

ヘ

の
参
加
や
実
施
な
ど
①
町
の
特
産
物

Ｐ
Ｒ
②
子
供
た
ち

へ
の
啓
も
う
③
自

己
研
鑽

の
３

つ
を
軸
に
し
て
い
ま

す
。

特
に
２
０
１
８
年
か
ら
、
メ
ン
バ
ー

の
生
産
物
を
使
っ
た
ア
イ
ス

（牛
乳

も
町
内
生
産
、
加
工
も
町
内
で
行
っ

て
い
ま
す
。
）
の
販
売
も
始
め
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
台
風
１５
号
の
影
響
に

よ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
に
よ
り

販
売
が
で
き
ず
、
大
変
残
念
で
し
た
。

ま
だ
ま
だ
知
名
度
は
低
い
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
地
産
地
消

製
品
に
な
る
よ
う
に
商
品
も
開
発
中

で
す
。
ま
た
私
た
ち
は
、　
一
緒
に
活
動
す

る
メ
ン
バ
ー
も
募
集
中
で
す

―

同
年
代
の
仲
間
づ
く
り
、
情
報
交
換

の
場
と
し
て
も
。

ご
家
族
。お
知
り
合
い
の
方
に
、
ご

紹
介
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

（連
絡
先

¨
役
場
産
業
課

（８４
）
１
２
１
５
）

経
営
。日
常
生
活
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
ア
ツ
プ
し
た
と
い
う
メ
ン
バ
ー

も
い
ま
す
。

女
性
部
会

（
Ｆ

ａ
ｒ
ｍ
ｙ
）
を

こ
れ
か
ら
も
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

研
修
会

（救
急
法
）

研
修
会

（ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
）

地
産
地
消
ア
イ
ス

（イ
メ
ー
ジ
）

学
校
給
食
交
流

（横
芝
小
学
校
）

「
可

L

LLl

/

ヽ

,■
「

¬

左」

ヽ
へ
い

●
が
Ｊ

7

富

占
躊
ギ

言

」
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“老後の不安を解消"
国が支える。簗心が大きくなる

積立年由農業者年金で1薔来に備えを !

☆農業者年金とは

高齢化が進む中、安心して老後を迎えるためには、今からしっかりとした備えが必要で

す。農業者には、国民年金のみの方もおり、老後の生活費に不安が残ります。

こうした農業者の不安を解消するために、農業者年金は創設されました。

農業者年金は、国民年金に上乗せできる農業者のための年金です。

(1)農業者の方なら広く加入できます。(国民年金第一号被保険者で、年間60日以上農業

に従事されている60歳未満の方)

(2)少子高齢時代に強い、積立方式・確定拠出型の年金

※自分の年金は自分で積み立てる内容であり、後から加入する方に払つてもらう

形の年金ではありません。

(3)保険料の額は自由 (月 額 2万円～ 6万 7千円)に決められます。

ほ)終身年金で、80歳前に亡くなった場合は、死亡一時金が遺族へ支給されます。

(5)保険料の全額が社会保険料控除されるなど、税制面の優遇措置があります。

(6)認定農業者など一定の要件を満たす農業者には、保険料の国庫補助があります。

※ 農業者年金のご相談は、お近くの農協 (」 A)、 町農業委員会事務局または、下記の農

業者年金基金にお問い合わせください。

独立行政法人農業者年金基金 電話 :03-3502-3199
ホームページ :http:〃www.nounen.go.jp

リット・・・
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横芝光町賃借料1青報
平成31年 1月 から令和元年 12月 までに締結された (公告)賃貸借における賃借料水準 (10a当 たり)

は、以下のとおりとなっております。

令和 2年 2月 5日

*1 データ数は集計に用いた筆数である。
*2 賃借料を物納支給 (水稲)と している場合は、物納の条件によって60k g当たリコシヒカリ14,000円
に換算している。
*3 金額は、算出結果を四捨五入し100円単位としている。
*4 「(参考)横芝光町平均」の平均額は、各区分の平均値 (四捨五入前)をデータ数により加重平均した
値である。

全国農業新間を購読しませんか

全国農業新聞は、“農家のための情報が満載"農業経営や暮らしの情報を提供して

います。

①毎週金曜日に発行

②購読料は月額700円 (送料・税込)購読の申し込みは農業委員会事務局で受け付けています。

〒102-0084 東京都千代田区二番町9-8

TEL : 03-6910-1130 FAX : 03-3261-5132

毎週金曜日発行 購読料700円 (送料共)

横芝光町農業委員会

締結 (公告)さ れた地域名 平均額 最高額 最低額 データ数

日吉地区
田 25,900 28,000 21,000

０
０

火田 17,300 20,000 10,000
０
乙

南条地区
田 12,900 14,000 7,000

ｎ
υ

火田

東陽地区
田 25,700 30,000 20,000

決
Ｕ
Ｑ
じ

火田 21,000 21,000 21,000
，

“

白浜地区
田 21,900 28,000 14,000 17

火田 10,000 10,000 10,000 1

大総地区
田 16,700 28,000 14,000

ｎ
υ

火田 21,000 21,000 21,000 1

横芝地区
田 18,200 21,000 14,000 58

火田 16,600 21,000 14,000
Ｏ
Ｏ

上堺地区
田 21,700 30,000 14,000

Ｏ
υ

，

“

田リ
レ
バ 15,200 21,000 10,000

(参考)

横芝光町平均

田 20,600 354

火田 16,600
Ｏ

υ
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令和2年度横芝光町農作業標準賃金及び作業料金表

横芝光町農業委員会

農作業一般 1日 当り
田

畑 :||::円

実労働時間 8時間 男女共
賄評価額は含まない

水 田 耕 起 (ト ラクター) 10a当 り 6,000F]

畑  耕  起 (ト ラクター) 10a当 り 5,000F可

水 田代 掻 き (ト ラクター) 10a当 り 6,400円

畦  塗  り (ト ラクター) lm当 り 37 Fl

育 十田 (稚苗 ) 1箱当り 790F可 硬化まで、種籾代金含む

植田
(委託者苗持ち) 10a当 り 7,300 Fl 苗費及び苗運搬費含まず

(請負者苗持ち) 10a当 り 24,000F可 苗20箱を基準とする

稲 メll (コ ンバイン) 10a当 り 17,200円 乾燥場までの運搬費は含まず

稲刈から乾燥調製まで 10a当 り 36,600円

調 製 (籾摺り) 1俵当り 640F可

色 彩 選 別 1俵当り 1,000円

乾 燥  。 調 製 (籾摺 り) 60kg当 り 2,800 Fl 水分25%を基準 (刈取時)

耕起から脱穀調製まで 10a当 り 73,000F可 除草剤 。肥料・農薬 。管理費別

この料金表は、農作業をお願いするときの目安となる基準です。
ほ場条件や倒伏等により作業能率は大きく違いますので、委託者・受託者双方で十分話し合って
決めてください。

※料金は、区画整理された条件の良い圃場 (30a)を想定しています。
※乾燥調製、育苗を除く農作業は、オペレーター (1人)付き料金です。
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（広
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長
峯
　
一局
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平
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雅
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大
川
戸
　
直
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佐
久
間
　
幸
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